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①
子どもの活動等のスペースが十分に確保され
ているか

79% 9% 12%

②
職員の配置数や専門性は適切であるか　　（基
準は児童5人に対して1名）

82% 6% 12%

③

生活空間は、本人にわかりやすい構造化された
環境になっているか。また障害の特性に応じ、
事業所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達
等への配慮が適切になされているかⅰ)

82% 6% 12%

④
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境と
なっているか

84% 16%

⑤
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分
析された上で、個別支援計画　（すくらむ）が作
成されているかⅱ）

97% 3%

⑥
専門職が（ST・OT）が客観的に子どもの発達を
評価し、適切な支援が行われているか

97% 3%

・とても参考になり、家ででき
そうなことを取り組む指標に
なっています。

⑦ 個別支援計画に沿った支援が行われているか 94% 3% 3%

⑧
活動プログラムが固定化しないように工夫され
ているかⅲ）

84% 3% 13%

⑨
保育所や認定こども園、幼稚園等の交流や、障
害のない子どもと活動する機会があるか

29% 9% 3% 59%

⑩
運営規定、利用者負担等について丁寧な説明
がなされたか

94% 3% 3%

⑪
定期的に保護者に対して面談を行い、「個別支
援計画」を示しながら支援内容の説明が行われ
ているか

97% 3%

⑫
保護者に対して家族支援プログラム(ペアレン
ト・トレーニング等)が行われているかⅳ）

34% 16% 3% 47%

・実施してほしいです。
・家族支援プログラムは、知りま
せんでしたが、おたよりにはいつ
も参考になることが書かれている
ので参考になります。

⑬
日頃から子どもの状況を保護者に伝え合い、子
どもの発達の状況や課題について共通理解が
できているか

91% 6% 3%

・いつもノートを楽しみにしていま
す。

⑭
定期的に、保護者に対して面談や、育児に関す
る助言等の支援が行われているか

85% 6% 9%

今後は、コモンセンスペアレンティング初級指導者
の資格を持つ職員を中心に、保護者様への家族
支援プログラムを実施していく予定です。

連絡ノートや電話でのやり取りを相互に行うこと
で、育児に関することもお気軽にご相談ください。

最低年2回以上の面談をさせていただいているの
で、育児に関することもお気軽にご相談ください。

有限会社どれみ　　どれみⅠ

児童発達支援をご利用のお子さまは、ほぼ地域
の幼稚園・保育園に通園しており、児童発達をご
利用されない日は、障害のないお子さんとの活動
をしておりますので、交流については設定しており
ません。

ご契約時に、重要事項説明書に沿って、運営規定
や利用者負担等の説明をさせていただいておりま
す。

全てのおお子さまの保護者様に対して、概ね半年
ごとに面談を行い、個別支援計画の見直しを行っ
ております。

半年ごとに児童発達支援管理責任者が、本人・保
護者との面談を行い、ニーズや課題を把握し、客
観的評価にはS-M社会生活能力検査を用いて、
個別支援計画を作成しております。

ST又は、OTが個別・グループに介入しているお子
さまには、検査結果等、客観的な評価を行い特別
支援計画を作成し、計画に基いた支援を行ってお
ります。

全てのお子さまに対して、個別支援計画を作成
し、短期目標・長期目標に応じた支援を行ってい
ます。

活動プログラムは季節ごとや曜日ごとに異なりま
す。保護者の皆様に見える化されるように連絡
ノート等でより詳しく伝えていきます。

　保護者等数（児童数）　41名　　　　　回答数　 32名　　　　　　回答率　78％　　

ご意見を踏まえた対応等

指導訓練室、ホール、事務室等を分け、利用人数
の定員10名/日が、十分に活動できる広さを設け
ています。

児童発達支援管理責任者、保育士、児童指導
員、機能訓練担当職員（ST・OT）と基準を十分に
満たす人員配置をしております。

事業所内では活動場面に応じて、場所を変える
等、子どもたちが混乱しないように環境調整を
行っています。また、段差等を極力無くしお子さま
が安全に活動できるよう配慮しております。

業務後は、毎日事業所の職員が清掃を行い、清
潔で心地よく過ごせる空間になるよう心掛けてい
ます。
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⑮
父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催
等により保護者同士の連携が支援されている
か

75% 9% 16%

・参加自由のおしゃべりの会があ
るのは知っている。
・電話での助言アドバイスはも
らっている。
・茶話会など仕事の都合で参加で
きません。

⑯

子どもや保護者からの相談や申し入れについ
て、対応の体制が整備されているとともに、子ど
もや保護者に周知・説明され、相談や申入れを
した際に迅速かつ適切対応されているか

91% 3% 6%

⑰
子どもや保護者のとの意思の疎通や情報伝達
のための配慮がなされているか

94% 3% 3%

⑱

定期的に会報やホームページ等で、活動概念
や行事予定、連絡体制等の情報や業務に関す
る自己評価の結果を子どもや保護者に対して
発信されているか

91% 3% 6%

・おたよりを毎回楽しみにして
います。

⑲ 個人情報の取扱いに十分注意されているか 100%

⑳

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染
症対応マニュアル等を策定し、保護者に周知、
説明されているか。また、発生を想定した訓練
が実施されているか

47% 16% 37%

㉑
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、
その他　必要な訓練が行われているか

41% 12% 47%

㉒ 子どもは通所を楽しみにしているか 81% 16% 3%

・その日の気分によります。
・言葉の遅れのあるわが子が家
で「どれみいく～」と独り言を言っ
ています。

㉓ 事業所の支援に満足しているか 97% 3%

○ この児童発達支援評価表（公表）は、児童発達支援センター又は児童発達支援事業所を利用しているお子さまの保護者等の方に、
「保護者等向け児童発達支援評価表」により事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。

年に2回程度避難訓練を実施しております。訓練
の様子などがわかるように連絡ノートやホーム
ページ等で保護者様にお伝えしていきます。

今後も、専門的な発達支援をベースに、お子さま
が楽しんでどれみに通所してもらえるように努力し
ていきます。

今後も、本人支援・家族支援・地域支援とそれぞ
れのお子様に合った、発達支援をさせていただき
ます。

連絡ノートの活用、電話でのやり取りで意思の疎
通を図っております。

今後も「どれみだより」「事業所お知らせ」、ホーム
ページにて、細かく情報を発信していきたいと考え
ています。

お子さま一人ひとりの個人ファイルを作成し、他児
の書類と混在しないように十分配慮しております。
また、ＰＣデータはＩＤ・パスワードによる管理をし、
有料のセキュリティ対策ソフト等を用い定期的に
確認しています。

マニュアルの策定について、「月のお知らせ」掲載
し周知させていただいております。

全事業所の保護者様が対象の「おしゃべりの会」
に加えて、事業所ごとの「茶話会」を設けていま
す。曜日を固定せずに一人でも多くの保護者様が
参加できるように設定しております。

事業所の電話番号の問い合わせ先を周知し、迅
速に対応させていただいておりますが、支援時間
中等は、対応が難しい場合は児童発達支援管理
責任者が折り返し連絡をさせていただいておりま
す。
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